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要旨 : 
川崎製鉄は，1984 年より連続鋳造法での軸受鋼の生産を開始した。その後，優れた品質の

軸受鋼を製造するためにさまざまな新技術を応用した新設備を導入してきた。その主なも

のとして，製鋼工場では連続鍛圧設備，ビレット圧延工場ではオンライン焼鈍設備，ピー

リング設備，渦流探傷設備および全断面超音波探傷装置を導入した。また，線材・棒鋼工

場では 4 ロール圧延設備，および線材と棒鋼の熱処理炉を導入した。これらの設備と開発

した技術を製品仕様の要求に応じて適切に組み合わせることにより，軸受鋼の高品質化が

達成された。さらに，熱処理材，圧延まま材ともに広いサイズ範囲(4.2～250mmφ)での軸

受鋼の提供が可能となった｡ 1
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